
 

 

 

 
☆
虚
子
記
念
文
学
館
で
の
催
し
の
ご
案
内
☆ 

伝
統
俳
句
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
対
面
企
画 

 

伝
統
俳
句
協
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
虚
子
記
念
文
学
館
で
視
聴

で
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
協
会
本
部
の
派
遣
講
師
に
よ
り
、
対
面
の 

特
別
講
演
と
質
疑
応
答
も
。 

◇ 
 

◇ 

日 

時 
 

令
和
６
年
５
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時 

会 

場 
 

虚
子
記
念
文
学
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

参
加
料 

 

１
５
０
０
円 

演 

題 

○
「
俳
人
高
浜
虚
子
の
出
発―

明
治
中
期
の
足
跡
を
辿
る
」 

早
稲
田
大
学
講
師 

田
部
知
季 

 
 
 
 
 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 
 

近
代
俳
句
の
巨
星
、
高
浜
虚
子
。
俳
句
の
道
を
歩
み
始
め
た
若
き
日
の
彼 

は
、
ど
の
よ
う
な
句
を
詠
み
、
い
か
な
る
俳
句
観
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
青
年
時
代
の
交
友
関
係
に
ふ
れ
な
が
ら
、
最
初
の
単
著
『
俳
句
入

門
』
に
結
実
す
る
初
期
俳
論
を
辿
り
直
し
ま
す
。 

○
「
虚
子
の
遺
産―

京
都
の
風
土
か
ら
」
（
対
面
） 

 
 

日
本
伝
統
俳
句
協
会
副
会
長 

井
上
泰
至 

虚
子
編
『
新
歳
時
記
』
の
季
感
は
、
京
都
の
風
土
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
な
っ
た
経
緯
と
そ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

●
会
場
案
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

虚
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念
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芦
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市
平
田
町
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